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《1》3.第三明能詮用
















〔原文〕 （NNJ.pp.22-23, l.157-164・T.34p.872c, l.11-18・HBZ.lp.490b, l.



















































〔原文〕 （NNJ.pp.24-25, ll.174-177・T.34p.872c, l.29 -p.873a, l.4 • HBZ.1 




















































〔原文〕 （NNJ.pp.26-27, l.191 196・T.34p.873a, ll.19-25・HBZ.lp.49la, l. 














〔原文〕 （NNJ.pp.27-28, ll.196-202・T.34p.873a, l.25 -p.873b, l.3 • HBZ. 






































《1≫ 3-3-6.問答IV( 1 ) （③に対する論説・問）












《12》3・3・6. 問答IV( 2 ) （③に対する論説・答）、 3-3-6-1. 有説 i（④に
対する引証＝吉蔵）














〔原文〕 （NNJ.pp.29-30, l.212-218 • T.34 p.873b, l.15-22 • HBZ.1 p.491b, l. 

































ず。然る所以は、 三乗の教に其の二種有り。(127）ー には別教、 二には通教な
り。別教の三乗は、三皆な貫に非ず、皆な是れ方便なり。彼の教説を以て、




て、 「（間 十 地の中に於いて具さに（附六度を修し、万行園満にして、薩婆









《15》3・3-6-3-2.問答v( 1 ) （③に対する論説・三乗別教）
〔原文〕（NNJ.pp.31-32, l.229-238・T.34p.873c, l.6-17・HBZ.lp.491c, l. 













て、因に踊し、果に｛蹄｝す。是の義、 国何ん。聾聞 ・縁費の、若しく は因、
若しくは果は、皆な一因に於いて、分別して二と為す。『［摩調般若波羅蜜］
経』に説いて言うが如し、 「聾聞 ・縁質の、若しくは智、若しくは断は、 皆


























〔原文〕 （NNJ.pp.33-34, l.243-252・T.34p.873c, l.22 -p.874a, l.3 • HBZ.l 
p.492a, l.17 -p.492b, l. 4) 













の中に、 三乗を説くに二有り。ーには、 三車出だす所の「響愉品」なり。 こ























立つるは、云何が知る可きや。答う、 此の義を知らんと欲せば、 康有り、 略
有り。略して之れを言わば、{JSJ）四種の三を破す。ーには、三教定んで方便
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宗要一巻 （元暁述）」（T.55no.2177 p.l134b, l.24）と本書の記録が見られる
ことも、 『法華宗要』 の現存する唯一のテキス卜の奥書に「弘安六年八月十



























































( 1 ）拙稿 ［2011］「元｜境 『法華宗要』訳注（ 2 ）」（『例教準論集』28、pp.17-52)
（以下、 「訳注（2）」、［2011］「元瞬 『法華宗要』訳注 (1）」（『大学院年報J
28、pp.4560) （以下、 「訳注 (1）」 参照。
( 2 ）凡例及び参考文献は 「訳注 (1）・（2）」を参照されたL、。
( 3）鳩摩羅什訳 『妙法蓮華経』「法師品」に 「一切菩薩阿縛多羅三義三菩提。皆腐
此経。此経｜苅方使門。示員寅相。」（T.9no.262 p.31c, 1.15-17）とある。平井
俊栄博士はこの引用文例を軸に、吉蔵の 『法華玄論』との関係について 「『玄






ともいえる。」 （平井俊栄日987]p.103, p.108註 （6 ) ）と指摘している。
( 4)「原本」には 「阿樗菩提」とあるが、 『妙法蓮華経』「法師品」の該当箇所には
「阿縛多羅三毅三菩提」とある。
( 5 ）「原本」にはないが、 『妙法蓮華経』「法師品」の該当箇所には 「此経＋開」と
ある。




使。依此四義。故名方使。」（T.72no.2337 p.206b, 1.24 p.206c, 1.2）と、審乗
撰 『華殿五教章問答抄』（以下、 『問答抄』） 上上に 「十二。 開方便門示良質相
事 指事云。 元暁云。 此名方便。 略有四義。一者併方使智之所説教O二者~il三
乗巧順三機持業作名O三者篤一乗数作前方使O四者於一乗理機説方使」（T.72
no.2340 p.620c, 1.5-9）とある。
( 7 ）「原本」には 「教」とあるが、 『指事』・『問答抄』には 「教」の字を欠く。
( 8）『大正蔵』の誤り。『大正蔵』には 「乗」とあるが、 『指事』・『問答抄』に 「業」
とあり、 「原本」にも 「業」とあるため、 骨 に訂正して採用する。








方便門也。」 【T.72p.206脚註＠】 「［則門・門］一卜八字 ⑪ー」 【T.72p.204脚註
＠】 「［是］ー ⑨＇j(T.72 no.2337p.206c,11.2 7）と、 『問答抄』上上に 「O此名
~門。 有其二義。ー者出義。 諸子依此出三界故。二者入義。 又依此数人一乗故。
然門有二名。若言俳門人門。則門非俳人。若言板門竹門。即門是板竹。今三乗
数名方使門。同板竹門」（T.72no.2340 p.620c, 11.9-13）とある。














(14）「原本」・『指事』には 「則」とあるが、 『問答抄』には 「即」とある。
(15）「原本」・『指事』 には 「者」とあるが、 『問答抄』には 「者」の字を欠く。










分別説三。 此言正開方便之門」CT.72 no.2337 p.206c, l.7-13）と、『問答抄』
上上に 「O開方便門有其二義。若望出義説三乗時。開而不閉。望其入義説三之
時。閉市不開O今説一乗数。言三是方便。方開方使門令入一乗故（文）」（T.72
no.2340 p.620c, l.13 16）とある。
(20）「原本」には 「方使」とあるが、 『指事』 ・『問答抄』には 「方便」の語を欠く。
(21）「原本」にはないが、『指事』 には 「虫D＋経」とある。
(22）『妙法蓮華経」「響H食品」に 「合利弗。以是因縁。嘗知諸例方便力故。於一例乗




(24）新羅表員集 『華厳経文義要決問答』（以下、 『要決問答』） 巻第三 （二科入）に
「凡如前説一乗人法。法相常住。道型究覚。天魔及外道。所不能破。三世諸仰。
所不能易。以是義故。名員'tr相。」（SZ.8no.237 p.436c, 1.24 -p.437a, 1.2）と、
『指事』上巻本に「言示良質相者。元暁＠師云。此示亦二。 先I拘所示。次明能示。
所示之異質相。謂一乗人法。法相常住道理究覚。天魔外道。所不能破。三世諸
例。所不能易。以是義故。名員賀町目。」 【T.72p.205脚註＠】 「［師］ー ⑨・」【T
72 p.207脚註＠】 「相＝想⑨」（T.72no.2337 p.206c, 1.29 -p.207a, 1.4）とある。
(25）「原本」・『指事』 には 「謂」とあるが、『要決問答』には 「凡」とある。














p.437a, l.3 12）と、 『指事』上巻本に 「而非三非一。主f人無法。都無所得。如
是正観。乃名良質究覚一乗＠（云云）」【T.72p.207脚註＠】 「云云＝一乗⑨」
(T.72 no.2337 p.207a, l.4 5）とある。
(31）「原本」・『指事』には 「而」とあるが、 『要決問答」には 「問」とある。
(32）「原本」・『指事』には 「名」 とあるが、『要決問答』には 「翁」とある。
(33）慧均（CE.-574－）撰 『大乗凹論玄義記』（以下、 『四論玄義』）巻第十に 「故大
品経大経 ［ニ鳩摩羅什訳 『摩詞般若波緩蜜経』（T.8no.223 p.414b, 1.18 -p.414c, 









(34）「！京本」には 「不」とあるが、 『要決問答』には 「無」とある。
(35）「原本」にはないが、 『要決問答』 には 「出＋故」とある。
(36）「原本」には 「如」とあるが、 『要決問答』には 「如Jの字を欠く。
(37）「原本」には 「解云」とあるが、 『要決問答』には 「答」とある。
(38）「原本」には 「言」とあるが、『要決問答』には 「説」とある。
(39）「原本」には「者何」とあるが、 『要決問答』には 「然者Jとある。





























(52）「原本」には 「乗教」とあるが、 『要決問答』には 「言」 とある。
(53）「原本」には 「所示真質其相如是」とあるが、 『要決問答』には 「其如是」とあ
る。
(54）『法華玄論』巻第五に 「能示所示者。 ~~開三是方使門。 則示一乗篤良質。 主I智
即是能示。一釆~~是所示。 故1t智有二能。一能開二能示也。 如人手能開門又示









(57）「原本」には 「則」とあるが、 『指事』には 「同」とある。
(58〕『大正蔵』の誤り。『大正蔵』には 「之」とあるが、 『指事』に 「是」とあり、




(60）『大正蔵』の欠字 （22/43）。「原本」は破損しているが、 『指事』に 「指」とあ
るため、 「圃」に確定して採用する。
(61）『妙法蓮華経』「方便品」に 「所以者何。諸｛弗世尊i准以一大事因縁故出現於世。」
(T.9 no.262 p.7a, l.21-22）とある。
(62）「原本」にはないが、『妙法蓮華経』「方便品」の該当箇所には 「仰＋世尊」と
ある。




ていたことが論証された。」 （菅野博史 ［1992]p. 79）参照。





(66）「原本」には 「合」とあるが、 『要決問答』には 「合」とある。
(67）「原本」にはないが、 『要決問答』には 「四十種」とある。
(68）「原本」には 「前」とあるが、 『要決問答』には 「前」の字を欠く。
(69）「原本」には 「用」とあるが、 「要決問答』には 「用」の字を欠く。
(70）以下 《10》からは、自らが立てたこの凶義について論ずる。参考までに 『目論
玄義』巻第十には 「賀而論之。一乗作分別。無分別説。皆是摩詞｛行正行放。亦
名~言三蹄一。 亦名破三蹄ー。 亦名開三蹄ー。 亦名媛二立一也。」（SZ :46
no. 784 p.643c, l.17-19・雀鉛植 ［2009]p.507、『大乗玄論』巻第三には 「次論
四句。問 舎三筋一破三蹄ー 開三瀬一 般三立ー 有何異耶。」（T.45no.1853 
p.44c, l. 26-27）とある）と、 『法華遊意』には 「第六論三一義。此経始末論三
＠一関合凡有十門。一者開三顕一。二者舎三蹄一。三者康三立一。 四者破三明
一。 五者裂三明一。 六者三前。緋一。 七者三中明一。八者三後緋一。 九者絶三
明 。ー 十者無三耕一也。」【T.34p.646脚註＠】「一十（之）⑪」 【T.34p.647脚註
＠】 「緋＝明⑨」 （T.34no.1722 p.646c, 1.28 -p.647a, l.3・吉蔵撰 『大乗玄論』
巻第三T.45no.1853 p.43a, 1.28 -p.43b, 1.3に同文）とある。








(74）「原本」には I言」 とあるが、 『要決問答』には 「言」 の字を欠く。
(75）『妙法蓮華経』「方便品」に 「舎利弗。現在十方無量百千高位、例土中。諸｛弗世尊




( 77) 『要決問答』 を第三 （二科入） に 「問曾三因果締本一者。 ~嘗三皆非異故蹄於
一質問l。偽首l栓二非賞以鴎於一貫耶。若貴日後者。何故。経云。我有方便力。開
示三采法。若血目前者。云何復言l准是事賞。飴二即非員。」 （SZ.8no.237 p.436b, 
1.13-16）と、凝然述 『五教章通路記』（以下、 『通路記』）巻第八に 「元暁法花
宗要云。間合三因果郎本一者。箆岱三皆非賓故。錦於－'tr耶。篤嘗l惟二非賞。
故師於－tr耶。若虫日後者。何故経言孜有方便力開示三乗法。若如前者。云何後
言喉是一事tr徐二則非民。」 CT.72 no.2339 p.346b, 1.16-21）とある。
(78）「原本」・『通路記』には 「質」とあるが、 『要決問答』には 「異」 とある。
(79）「原本」・『通路記』には 「故」とあるが、 『要決問答』には 「以」とある。
(80）「原本」・『通路記』には 「言」 とあるが、 『要決問答』には 「云」とある。
(8 1）『妙法~華経』「方使品」 に 「我有方便力 開示三乗法」（T.9no.262 p.8b, I. 27) 
とある。
(82）「原本」・『要決問答』には、「復」とあるが、『通路記』には 「後」とある。







『要決問答』 には 「~n」 とある。
(87〕『要決問答』巻第三 （二科入）に 「答或有説者。三皆非賞。如前文説。而言－
rt二非民賓者。三中之一。 輿mt三之一。 倶是仰乗通説。是賀吉宗二不開別言非賞。















⑨」 【T.34p.647脚註＠】 「ー ＋（乗）⑪」 【T.34p.647脚註＠】 「乗＋（数）ィ⑨」
【T.34p.647脚註＠】 「使＋（悌乗是良質此）⑪」 【T.34p.647脚註＠】 「通合＝
舎通耶⑪」（T.34no.1722 p.647b, 1.20 p.647c, 1.4・『大乗玄論」巻第三T.45




(90）『指事』上巻末に 「然三＠之中 。ー 興事1t三之 。ー 倶皆是｛弗乗故。共菩薩所乗故。
非如二乗週異乗故。是故mi員不待週也。所望異故。不相違也。」 【T.72p.215胸l
註＠】 「之中二中之⑨」（T.72no.2337 p.215c, l. 7-10）と、 『通路記』巻第八に
「然三中之一。 輿無三之一。 但皆是俳乗放。共菩薩所乗故。非主日二乗週異乗故。
是故~D i震；不待廻也。 所望巣故。 不相違也。」（T 72 no.2339 p.342b, l.17 19）と
ある。
(91）「原本」の術字。『大正蔵』にはないが、 「原本」に 「者三」 とあるため、 〔原文〕
には 「間」を補填して採用する。ただし、 『瓢問答』・『通院」には見当
たらないため、 〔w11読文〕には反映しなし、。






三爽」（SZ.8no.237 p.436b, 11.19 24）と、 『通路記』巻第八に 「我或有説者。
l唯二非賞。如後文故。而説三乗皆方使者。於一質中。加ニ非賞。合設筋三。 是
三非賞。 如又手内覧有一果。 方便言三。三非是賞。 者！~三菓故。 老而論之。ー菓
是賞。二是非賓。有一葉故。如智度論云。於一例乗。開篤三。 如人分一斗＠未。
以~三~。 亦得言禽三潔競一。 亦得言曾ニ衆院ー。 舎三曾二。 猶是一義。 不相
途也。」 【T.72p.346脚註＠】 「未＝米カ⑮」（T.72no.2339 p.346b, 1.24 -p.346c, 
1.3）とある。
(95）「原本」・『要決問答」にはないが、 『通路記』には 「我＋或」とある。
(96）「原本」・『通路記』には 「而」とあるが、 『要決問答』には 「市」の字を欠く。
(97）「原本」・『通路記』には 「加」とあるが、 『要決問答』には 「如」とある。
(98）「原本」・『通路記』には 「二」 とあるが、 『要決問答』には 「二」 の字を欠く。





問。篤合三鴎一。気合二蹄 。ー 答。此._El猶是ー＠義智度論云。 於－f~弗乗開篤三
分。 如人分ー斗米局三策。 亦得合三衆篤ー緊。 亦＠得合ニ薬師－~臣曾三舎二猶
是一義不相違也。」 【T.34p.647脚註＠】 「［良］ ⑨」 【T.34p.647脚註＠】 「故
＋（方便）ィ⑫，（方使）⑪」 【T.34p.647脚註＠】 「且＝亦⑨」 【T.34p.647脚註





猶是一義不相違也。」 （T.45no.1853 p.43c, ll.12-19）とあり、本箇所からの援






(103）「原本」・『要決問答』には 「考而論之」とあるが、 『通路記』には 「老而論之」








(T.25 no.1509 p.132b, l.7-8）を指すとする。（丸山孝雄日978]p.501注③ ・
菅野博史 ［1992]p.354註（ 6） 参照。また、士宮春撰 『華厳一乗義私記』にも
「智度論説笹如ー斗米合分三。 不増減。説一乗不失三乗。設三乗不失一乗（云云）」










(110）「原本」・『要決問答』・『通路記』には 「蹄 」ー とあるが、 『法華遊意』・『大乗
玄論』には 「潟一環」とある。
(111）「原本」・『通路記』・『法華遊意』・『大乗玄論』には 「二」 とあるが、『要決問
答』には 「三」 とあり、 「原本」の 「錦一合三」 以下 「不相違也」までの14字
を欠く。『法華宗要』との文字の出入が顕著な筒所。
(112）『大正蔵』の誤り。『大正歳』にはないが、 『通路記』に 「一」 とあり、 「原本」










有説者。 是慕祥大師意。 法相師意亦爾。 後有説者。 ~p元撲大師自義。 元暁立四
種数。一三乗別教。是小乗放。二空之中。別設生空故。二三乗通数。是大乗数。
般若等中。通説二空故。三一乗分数。党網経等。 四一乗J荷数。是花鍛経。今此
破三。 破三合通。約初二数。穎其義理。」 【T.72p.346脚註＠】 「致＝倒カ⑫」







示三乗法者。 是顕別教所設三乗也。 l唯是一事責徐二~p非民者。 是針通教所設三
乗。其i徐諸文。皆fl：是通。」 【SZ.8p.436胸l註＠】 「不上異有此薩；皮若巣四字」
(SZ.8 no.237 p.436b, l. 24 p.436c, l.10）とある。
(115）「原本」・『要決問答』 には 「意」とあるが、 『通路記』 には 「意jの字を欠く。
(116）「原本」・『通路記』にはないが、 『要決問答』には 「二＋者」とある。
(117)「原本」には 「定」とあるが、 『要決問答』・『通路記』には 「定」の字を欠く。
(118）「原本」・『通路記』には 「致」とあるが、『要決問答』には 「到Jとある。
(119）「原本」・『通路記』には 「婆」とあるが、 『要決問符』には 「波」とある。










(125）「原本」・『要決問答』には 「是」とあるが、 『通路記』には 「是」の字を欠く。
(126）凝然は元暁の自義とする。前掲の註 （113）参照。
(127）【凶教判】現存する元暁の著述のうち、彼の 「四教判」（うち、 三乗別教、 三
乗通教は規定のみ）について具体的に論じられているのは、 『法華宗要』の本





湖数。（具額如華殿疏中）。」（SZ.8no.237 p.439b, l. 5 10）と、及び前掲の註
(113）参照。
(128）元l廃の考案か先行資料によるものか不明。ただし、法裁 （CE.643712）述





45 p.490脚註＠】 「菩＝薩＠」 【T.45p.490脚註＠】 「［定慧］ー ⑪＠」 【T.45

















興三世合也」（SZ.24no.451 p.214c, l.12-16）と、 「五教草』巻第二に 「又智論
［＝『大智度論』（T.25no.1509 p.330a）］云。際＠婆若不興二世fl'。何以故。過
去世等是）$.妄＠是生滅。薩＠婆若是1'ti法。非生滅故。解云。際＠婆若此云一切智。
~p知｛弗地図智同員如故。 非生滅也。」 【T . 45 p.497脚註＠】 「婆ニ波⑪③e」【T.














p.208脚註＠】 「1'£+ （若口口果皆於一因分別矯二口言設問縁先）⑪」 【T.72
p.208脚註＠】 「中＝内⑨」（T.72no.2337 p.208a, ll.17-27）と、 『通路記』巻
第四に 「問若設三乗因果。皆是方便故。蹄一乗者。馬蹄一因。篤鋳一果。元暁
師解云。於一例乗。分別説三。 放随其本。蹄因師果。是義云何。5空間縁位。若
因若果。 皆於一因。 分別篤二。 如経説言。 主空間縁1￥：。 若智若断。 持是菩l媛1U~生
j法忍。富知此ニ。皆蹄一因。鶴一⑪縁故。終致ー果。彼経中説側；采因果。分別
例地化身少分。如絞説言。 我1't成イ弗己来。百干高億那由他劫。故宮知。彼説仰
乗因果。 同蹄於一乗果内。若有菩薩。 依彼数政。 翠樹下例。 ~心修行。 如是願
行。蹄於一因。同彼二乗未至果故。」 【T.72p.326脚註＠】「総＝因⑪」（T.72
no.2339 p.326c, l.4 15）とある。

















下f!JIJ 。 ~心修行。 如是願行。 締於一因。 同彼二乗。 未至果故。」 （T . 72 no.2337 
p.213c, 1.6-13）と、 『通路記』巻第六に 「指事云。問上ヲ｜。元｜廃師説云。主空間総
覚。若因若＠果。於一因分5Jlj篤二。 首知此二皆錦一因故。＠終＠致一果。彼数中。
設f!JI乗因果。分別｛弗地化身少分。首知彼設｛弗乗因果。同院一乗果＠中。若有菩
薩。 依彼数放。 望樹下仰。 ~心修行。 如是願行。 餓於一因。 同彼二乗。米至果
故。」 【T.72p.338脚註＠】 「元｜路師＝暁⑪」 【T.72p.338脚註＠】 「原本註臼果
下朱而皆挿入字」【T.72p.338脚註＠】 「終＝得⑪」 【T.72p.338脳l註＠】 「原
本註日致指事並朱倶作到」【T.72p.338脚註＠】 「中ニ内⑨」（T.72no.2339 
p.338a, 1.8-15）とある。





羅漢貯支仰若智若断。 ~ll是菩薩摩言i!Ji鐙無生法忍。」 【T.8 p.328脚註＠】 「世界＝両主ち奇了布石~223 長28b, 11.18-2~干大乗玄論』 巻第五に 「大論云。
卜稲大経中。 般若波羅蜜最深最大。 小般若草I~云。 此経~~芸大乗者説。 最上乗者
説故知。般若非三乗通数。又説。三乗同筆般若者。是密倉一乗。若因同果亦態
同。又設主主聞縁先若智若断皆是蒋薩無生法忍。」（T.45no.1853 p.65b, 1.17 22) 
とある。
(145）「原本」・『指事』・『通路記』には 「岱匁l此二」 とあるが、 「要決問答』には
「常知此二」 の句を欠く。
(146）「原本」・『指’F』・『通路記」巻第四には 「皆錦一因蹄一因故」とあるが、 『要
決問答』には 「因蹄」の仏jを欠き、 『通路記』巻第六には 「蹄一因」の句を欠
く。





文〕 には 「困」 を補填して採用する。ただし、 『要決問答』・『指事』・『通路
記』には見当たらないため、 〔訓読文〕には反映しなL、。




(151)『要決問答』には、 「原本」の 「白日経説言」以下 「依彼教故」までの43字と、
「如是願行」以下 「未宅果」までの15字を欠き、 『指事』上巻末 ・『通路記』巻
第六には、 「原本」の 「如終説言」 以下 「ガI由他がj故」までの19字を欠く。『法
華宗要』との文字の出入が顕著な箇所。
(152） 『妙法蓮華経』 「如来tlhl品」 に 「然善男子。 我質成｛弗巳来者！~盆1tt~進百千島億
那由他劫。」（T.9no.262 p.42b, l.11 13）とある。
(153）「原本」・『通路記』・『妙法蓮華経』「如来品量品」の該当箇所には 「巳」とあ
るが、『指事』には 「以」とある。
(154）「原本」 ・『指事』上巻本・ 『通路記』巻第四には 「於」とあるが、『指事』と巻
末・『通路記』巻第六には 「於」の字を欠く。
(155）「原本」には 「此」とあるが、 『指司王』・『通路記』には 「此」の字を欠く。
(156）「原本」・『指事』上巻本 （甲本）・『通路記』巻第四 ・『通路記』巻第ノミ （ljl本）







（准之）。」（SZ.8no.237 p.436c, 11.14 18）とある。













行精進定 是上薬草」（T.9no.262 p.20a, ll.21-27）とある。
(165）「原本」の誤り。『大正蔵』には 「虫｜！大」とあるが、 「原本」に 「大如」とある








是了因性。 但不~＇正傍正。 理而論之。 無所得。 五乗善並是般若方使。故経言漏謹





薬草。大小菩薩名大薬草。随逆次第亦問浬集。」 （T.34 no.1723 p.656b, l. 20-22) 
と、同巻第七本に 「経。或庭人天至是上薬草。 賛目。下七頒別願。中分二。
初凹頒三草。 後三頒二木此初有三。一頒小草。二頒中草一。 頒大草0 ~l~種姓人
興人天栄名篤小草。善戒経云無種姓人但以人天善根市成熟之。或七方便亦名小
卒。二桑名中草。菩薩名上草。亦~fl勝霊所荷。 四生。 ~I!（間非法衆生~ll小薬草。
中間二乗mi 中築革。 菩薩~ll是大薬草0gp是浬紫三病人也。」 【T . 34 p.786加l註
＠】 「［即是...也］八字 ③ー」（T.34no.1723 p. 786a, 11.15-23）とある。
(168）〔解説〕小乗 （人 ・天） ・中乗（声聞 ・縁覚） ・大乗（別教菩薩） のこと。
(169）〔解説〕因果異時の因の二種（同類因 ・遍行因→（a）等流果、（b）異熟因→異熟果）








名言葉習生起態不得成。」 【T.31p.137脚註＠】 「巳＝現⑫」（T.31no.1594 
p.137c, 1. l 6）とある。 【有受尽相】「善悪の業種子慨に果を成熟し巳って重ね
て熟すべからず受用意くるが故なり、猶し種子既に芽を生じ巴って重ねて生ず











(172）「原本」には 「欲知此義街康有略」とあるが、 『要決問答」には 「欲知此義有
康有略」の句を欠く。
Cl 73）『大正蔵』・「原本」にはないが、 『要決問答』に 「趣」とあるため、「函」を補
填して採用する。
Cl 74）「原本」には F是故建立」とあるが、 『要決問答』には 「是放建」の句を欠く。
Cl 75） 原ー本」には 「乗」とあるが、 『要決問答』には「乗」の字を欠く。






治此故説三平等＠感知：l。」 【T.26p.l7脚註＠】 「（次）＋矯RR」 【T.26p.17脚註
＠】 「↑街＋（染）＠⑧1【T.26p.17脚註＠】 「七十（種）＠③」 【T.26p.17脚註⑪】
「慢＋（心此義）己⑧」 【T.26p.17脚註＠】 「又＋（復次篤）0＠」【T.26p.17脚
註＠】 「染＋（慢）＠＠」 【T.26p.17 J闘l註＠】 「（此義）＋!1¥匁J0③」 （T.26no.1520 





総不定。 何得有定受。 又復五趣賂1U~定呉因。 若爾如何稔伽． 雑集等。 倶説定呉
~[I各別感五趣因果。若許過縁方1JIJ趣受。 1!ff縁イミ別。 輿上何殊不名不動。」 （T .43






題する序が 『東文選』巻之八十三に収録 (DMS.83p.41, 1.1 p.6r, 1.1）されて
おり、冒頭に 「花厳綬疏谷第三 稗元暁述」と、奥書に 「寛文十年（CE.1672)
年七月九日以石水院本寓了」とある 『大方康仰華巌綬』「如来光明党品」を注










(189) （福士慈稔 ［2004]pp.174 175）参照。
付記
本稿は、平成23(2011）年度財団法人仏教学術振興会研究助成 《『大蔵経テキス ト
データベース』学術研究部門》の研究成果である。
「原本」（仁和寺蔵本）の翻刻及び掲載許可に快く応じて下さった仁和寺の関係者各
位、また、申請にあたってご尽力頂いた立正大学情報メディアセンター （大崎図書館）
の関係者各位に傑く感謝申し上げる次第である。
なお、司i読訳の作成にあたっては、立正大学大学院文学術究科仏教学専攻平成23年
度開設科目東洋哲学特講において講読し、但当教員の藤井教公教授 （北海道大学大学
院文学研究科思想文化学専攻）にご指導を頂いた。また、博士後期諜稼の研究指導に
おいても担当教員の三友健容教授（立正大学法華経文化研究所長）にご指導を頂いた。
記して深く感謝申し上げる次第である。
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